
平成25年度（第2期）先進対策の効率的実施によるCO2排出量大幅削減事業設備補助事業（ASSET事業） 

補助金の申請を検討されている方へ  

③ ASSET事業の流れと補助金交付スケジュール 

 事業場・工場におけるCO2排出抑制設備等の整備に対

する補助金を交付致します。（補助対象経費総額の1/3、
5千万円を上限。） 
 

 設備整備を行う事業場・工場および設備の保有者には、導

入した設備による効果を含む事業場・工場全体のCO2削
減目標を申告して頂きます。 

 

 CO2削減目標を踏まえて、排出枠（JAA）を交付致し

ます。事業者には、2014年度の年間CO2排出量に相当す
る排出枠の償却が義務付けられます。（償却期限は2015
年11月末） 

CO2排出抑制設備が対象となります。 

補助対象設備には、先進技術リストに指定さ
れた効率水準を満たす右記の設備が少なくとも

１つ含まれている必要があります。 
 
※右記先進技術リストに適合する機器が１つでも含まれていれば、
その他新たに導入する省エネ設備についても補助の対象となります。 

対象設備 

① 吸収式冷温水機・吸収式冷凍機 
② ターボ冷凍機 

③ 空冷ヒートポンプチリングユニット（40馬力以上） 

④ 水冷ヒートポンプチリングユニット（40馬力以上） 
⑤ パッケージエアコン 
⑥ 氷蓄熱型パッケージエアコン（ビル/店舗用途） 
⑦ ガスエンジンヒートポンプ 
⑧ ボイラ・潜熱回収型真空加熱温水器 
⑨ ヒートポンプ給湯器 
⑩ 潜熱回収型給湯器 
⑪ コージェネレーション 
⑫高性能工業炉廃熱回収式燃焼装置 

先進技術の対象機器に関しては、指定された効率水準を満
たすものに限ります。効率水準については、公募要領をご参照
ください。 

② 補助対象となる設備 

① 事業の概要 

●補助金交付から設備導入への流れ（設備導入年度） 

発注 ～2014/3/31 
事業完了 

※補助事業に伴う契約日・発注日は交付決定日以降、事業完了は年度内である必要があります。 
 

2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 

設備導入年度 削減目標年度 調整・自主削減年度 報告年度 
（自主的な取り組み期間） 

2013/秋以降 
・基準年度 
 排出量の検証 

2014/4～ 

・排出量モニタリング開始 

・排出枠の交付 

2015/4～6 
・2014年度排出実
績の提出、第3者機
関の検証を受験 

2016/6 
・2015年度排出実
績の提出 
（検証は不要） 
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事業者B社 

設備導入・運用改善と 
排出枠取引による総量削減 
●削減が目標量を上回る場合には超過
分を他事業者に売却可能 
 
●削減が目標量を下回る場合には排出
枠購入により目標達成に活用 

交付申請 
応募 
※5月～ 

採択 

排出枠（JAA)を事業者間で自由に取引 
（～2015年11月30日） 

●ASSET事業の流れ（第2期） 
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